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燐酸緩衝液100ml. (pH6. 8，イオン強度0.01)に hydroxyethyl cellulose (HEC) O. 19，精製イト
寒天1.0g. を加え溶解後，ガラス板上に0.9mm の厚さになるように注ぎ，定電流 1m Ajcm., 90分
で，唾液及び搾アミラーゼは，陰極に移動する 6 つの活性泳動帯に分離することが出来た。醇アミラ
ーゼは，陽極にも 4 本以上認められた。陰極に移動する活性泳動告は，唾液と牌ではわずかに砕の方
が易動度は大きいが，パターンは非常に類似している。これらを陰極への易動度の)1抑こ， Amy s-l 

















た。これを当量の Freund の adjuvant を加え， 1週間毎に 3 国家兎に免疫して得た anti-Arny s-2, 
anti-Arny p-2 を用いて免疫電気泳動、法， Ouchterlony 法による解折をおこなった。その結果，牒及





③ 乙の方法によって，唾液アミラーゼは陰極に 6 本，棒アミラーゼは陰極に 6 本，陽極に 4 本の活




⑤ Arny s-l-Arny s-6 , Arny p-1-Arny p-6 の易動度は異なるが， パターンは非常に類似して
いる乙とが，見出されたD
@ 唾液アミラーゼ，醇アミラーゼは，それぞれ，同一座付.における 1 ツの遺伝子によって支配され











来の方法よりはるかにすぐれ，唾液アミラーゼは 6 本，勝アミラーゼは少なくとも 10本の活性泳動帯
に分離し得た。また従来酵素学的に単一であると考えられてきた αーアミラ{ゼ結晶は数個の構成単
位から成ることが明らかにされたので，これを抗原として用いた従来の免疫学的研究は再検討の必要
性のあることがわかってきた。
本研究における免疫学的解析の結果は唾液アミラーゼのアイソザイム群は相互に免疫学的に同一で
あり，一つの遺伝子によって支配されていることが暗示された。また唾液アミラーゼの個体差の調査
からアミラーゼ活性を支配する遺伝子の存在も明らかにされた。
さらに醇アミラーゼアイソザイム群についても一つの遺伝分子によって支配を受けている乙とを示
し，唾液アミラーゼならびに醇アミラーゼの個々のアイソザイムの抗原性は同一であることを証明し
ている。すなわち，両者の電気泳動的分離像は非常に類似していること，免疫学的な性状の類似性，
さらにヒトおよびマウスにおけるエステラーゼの例証などから唾液および梓アミラーゼは全く同ーの
遺伝子による支配を受けていることを明らかにしている。このことは細胞分化の面からも興味深いこ
とであり，同一遺伝子による支配を受けながら産生場所の相違によって酵素タン白の構造に何らかの
変化を受けることはアイソザイムの解明に手がかりを与えるものと考える。
以上荻田君の研究はこの方而の進歩に貢献するところ極めて大きく学位論文として充分価値あるも
のと思われる。
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